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キン
ン
受容
タ
キリシタン史に
お
いて、キリスト教の受
容に関
しては従来
まず
貿易との関係、封建支配者の領民支配、仏教勢力抑制のための宗教対策、あるいは西洋新文化の摂取等の理由があげられた
。
しか
しこれらは
宗教
としてのキリスト教の受容を問題としたものでは
なく、またその後のキリスト教の展開に適応される理由のものではない
。
キリスト教の受容の問題はその時代や社会とキリスト教
との関係において検討されたければならないものであり いきおいそれ 日本史
の中に
キリスト教
の受容を
どのように位
置付
ける
かという陪史的意義や評価を合むものなのであろう
。
この点から
キリスト教の受
容を見ると
、おうよそ
二つの見解があるように思
（1
）（
2
） 
われる。一つは和辻哲郎氏 海老沢有道氏に代表される、受容は時代意識の要求であり、キリスト教は日本 近世形成の要素を与えるものであったとする見解であり、他 藤谷俊雄氏の一五われる、民衆の中世的隷属から 解放、あるい その革命的 力をキ
一 四 六
の
背
且口小
中
董 …
市
島
リスト教倫理の反封
建的性格や抵抗精神に求め
、民衆の封
建支
配
に抵抗するイデオロギーとなり、そのような組織者になったとす
（3
〉（
4Y
る説
で あ る 。
これに
は榊原
悠二氏の見解も
含まれ
る
であろう。
何れにしてもキリスト教の受容を考える時、問題になることの
一つは、多くの日本人がキリシタン キリシタンがあのように熱烈な信仰を持ち、勝れた倫理を把握実践し、活発な社会活動を行い、殉教にまで至ったのは何故か。それら信仰と活動に一ホされるキリシタンの特性をもたらした根源は何かということ
（5
） 
であろう。ここに 時代におけるキリスト教の受容の本質を解く緒があるように思われる
ο
これについて金本正之氏が
布教の迅速性、帰依の
、深刻さを時代の転間期に求めたことは大い
〈6
）
に示唆に富むものである
。
そこでキリスト教の
受容
を
宗教本来の
受容として、宗教的見地から見ることとし、それに当つては家永
（7
） 
三郎氏が云われる「キリスト教と国民精神 の緊密な結合」を考えなければならず、これを戦国社会 キリスト教と 関係として、禁教前を中心に検討し、先学諸氏に学びつつキリスト教の受
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容の様相を捉えてみたい。（lv
和辻哲郎『
鎮国
』四
OO
ー一頁
（2
）海老沢有道『南
蛮
文化』六、一
O
頁
（3
）藤谷俊雄「キリスト教と封建支配
」（
『時一
日
本歴
史 』
9
近世
1
所収二一七、二三四、二四二頁〉
（4
〉榊原悠二『日本切支丹の歴史的役割』一五頁
（5 d
キリシタンの
倫理
と社会活動については
海老沢
有道『切支
丹の社会活動及南蛮医学』参照
（6
）金本正之「中世思想史の一断面
ωl
キリスト教と日本人の
窯識
」中世
の窓第
三
号二ハ頁
（7
）家永
三
郎『外来文化摂取史論』六
O
頁
キリスト教が伝来した当時の日本の社会はまず第一に戦国乱離
の状態であり、民衆は戦乱に逃惑い、災
害
に身を晒し、安住する
所
の
ない有様で
あ っ
た」天文二十
三年
〔 一
五五四年
〕の山口の飢
〈1
）
謹
をルイス・フロイスは『日本史』にまざ
ま
ざと記している
。
こ
のような悲惨な社会にあっては宗教の果す役割が大きいのにも拘らず、これを救うべき仏教は堕落の甚だしい状態であり、自ら救済する力を失い、人々もこれに宗教的魅力を無くし、期待され得ない時に伝来したキリスト教は、平常時以上の役割が設けられてい、その効果も
著
しいものであった。一五八六年〔天正十四年い
度の日本年報で
日本に於て今日まで
発見
された他の
諸国
と
異
なる一
事
は平和の
キリシタン受
容
の背
景ハ
中 島 ）
時に入ること能はざる諸国に戦争が始まってデウスの教が好く
（2
） 
弘まり此の
精
神上の
漁獲が
行はれ始むることで
あ
る 。
とのフロイスの報告はこのことを示すものである。川ち戦国社会を戦国乱離、陥
黒
疲弊の状態と見ることはただに時代の
一 面
の現
象と見るべきであるが、それにも拘らず宗教的にはこれが重要な要素であって、キリスト教弘布の一因となり、更にはキリシタンの信仰を形作 もとともなったと思われるのである
υ
他
方そのよう
な戦国
の混沌の
中
に時代の
新しい動が
あった
。
下
からの盛上がりは土一挟 実力競争・下到上として現われ、広汎なこの変革的運動により中世の封建制は動揺し崩壊する。それと共に従来の伝統は破壊され
、社
会
に自由純
刺とした
気
風が満ち
た
。荘園
制
の解
体した後には
郷
村制が
発達
し、戦国大名の大名領
国制の形成は国内産業を更に
発
展させ、貨幣経済はいよいよ展仲
し、都市が発生し、既に倭冠に現われた海外進出の気運は旺盛な海外貿易を開いた。 うして地方分権的な政治体制から中央集権的な封建国家が作り上げられ 行った。
ザビエル
が渡来
した
天文
十
八年
〔
一五四
九年
〕以
降の半世
紀は
こ
の統
一
的国家の形成の過渡期であって、キリスト教の伝来は正
に日本の中世から近世へ 転換期に当っ いたの 。ハ1
〉ルイ
ス・フロイス『日本
史 』
1
一四七｜八頁
（ 東洋文
庫 ）
ハ2
〉『耶蘇会の日本年報』第二幹二四
O
頁
このような時代の
変遷
に伴ない、そこに
生
きる人々は旧来のま
一
四 七
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またり得ず質的変化を来した
。
戦国の下刻上、実力主義は身分や
家柄による支配を無力化し、権威や細事の技によるのではなく、真に実力ある者が支配者として浮かび上り勝残ることができた
ο
支配者を真の支配者とする要訣は人心の収撹にかかり、和辻氏は民衆の把握の点から統一平の実力のみが支配を可能にし この実方主は結局正直、慈悲、智
慧
、決断、勇
気
、誠実などのような正味
（1
〉
の優越性であったと
云われ
、相良
亨氏
は自己
のありのままの
人間
的魅力によるも であり、戦国武将はありのままたり得る自己形
（2
） 
成、道義的人格の形成にそれを見出した、とされる。この自己形成を心がける戦国武将にと ては神仏信仰も自律 な「謹しみ」の対象として把握されたものであることを大内三郎氏は指摘されて
（3
） 
いる
c
この武士階級の自己形成・人格の形成に関連して、ザピエ
ル以下渡来の
宣教師の日本
人称讃の報告がある。彼等の日本人観
をそのまま日本人全般に当はめることは岡田
章雄氏が
指摘される
（4
） 
ように問題があろうが、宣教師が広くアジアの実状 知 、ヨーロッパとも比較して見ることのできる立場にあって、そのように
〈5
）
報告し、日本人 特性を 通すことが 確であったことを考えならば、彼等
宣教師の
報告はこ
の
日本人の道義的自覚を
裏付
ける
ものであろう。
以上の上層武士附級に対し下
層の一般民衆に
も変化は現われ
た
。
それは己自身に対する白覚
であっ
た
。
土一挟や宗教一撲は彼
等の力の自覚 現われであり、郷村制や経済 発展は彼等の力をいよいよ強め、彼等の価値と存在の認識を深めさせたものと思われ る 。
法政史学
第十九号
一 四 八
このように武士も農民も戦国社会をかいくぐる聞に陶治され、
（6
） 
あるいは覚醒されて、和辻氏の云われるように、混乱は秩序の創設への努
力へ、闘
争は
内心
の平
和への希求へと人々を追遣ったと
云うことができるであろう。（1
）和辻哲郎『日本倫理思想史』下巻一一一一四
i
五頁
（2
）石
田
一良編『日本思想史概論』一五六
l
七頁（「戦国武将
の政治思想と天下統一の理念」の
・ 草
）
（3
）古川哲史編『日本思想史』二五六
l
七頁（第五章「キリス
ト敬の日本的展開」）
（4
〉岡国
章
雄『キリシタン・パテレン』一三
l l
四頁
（5
）『聖フランシスコ・デ・ザビエル書翰抄』下巻
『耶株会士日本通信豊後一同』上巻コ 五頁
〈6
）和辻哲郎『日本倫理思想 』下巻一一二三頁
二 六 頁 、
四
以上のような時代的背景であった時にキリスト教は伝来したの
である。それはカトリックであったが、それを伝えた者と布教地との関係から、
二つの点で革新
的性格を持つものであった
。 一
つ
は布教が対抗改革運動として起り、何ものにも増して一例の霊魂の救済に余力を尽くし 生命と人格の価値を認め、キリスト教のヒューマニズムを再
認識し
、改革者的性格を持つイエズス
会に
よ
（1
〉
って為されたこと り、二つには、永禄六年〔一五六三年〕の報告の中で京都の教会の降誕祭を報じて カスパル・ピレラ白身が諮
っているように
Hosei University Repository
予は屡々教会の初期と諸人特受と信
仰に
一
となり集りて比の
如
（2
） 
き鑓安を開きたる
宅
福なる
時
代を想起せり。
伝統や権威にとらわれな
い
新布教地開拓に当り
、草創
期の
宗
教
に見られる消牒溌刺とした
、
原始キ
リスト
教的な性格を持つこと
ができ
たことである
。これらは宣教
師の布教へ
の献身
、民衆救済
への熱意布教に伴なう札際 衝突の中にも見える、ヒューマニズムの精神として現われた。
キリスト教の伝米を見る時、これらの
事
柄を見落してはならな
いが、内容であるキリスト教の思想を見ることが最 重要であろう。これについては、
霊
魂不滅や来世信仰を除外してキ
リスト教
を見ることはできないが 現実 は霊魂の救に与れる前段階、即ち如何に生き、如何に信仰したかが問題となるのであり、禁教前のキリシタンは信仰の重点をここに置く傾向であり、ま 迫害期に入ってから顕著なように、霊魂不滅、来世の信仰は現実を逃避させる ではなく、現在の己を強くし 希望を与えるものであっ七と思われる。他面また新米のキリスト教は人間の価値を認め、現世を肯定し進んで生き べ こと 説 思想があった。こ 思想と前述の革新的性格と 特つキリスト教に対 て、平和を希求し、現在を前向に積極的に ることを志向する当時の日本人気風が結
び付き、実際にキリシタンは現世に積極的
であった。
そ
こで当時の日本人とキリスト教との関係を、 れら 関連により改めて見る必要があるであろう。まず『ぎやど。へかど 』は
然に人は
、
あにま（
霊
魂）色身ともに、尤不如意千万にしてあ
またの災、諸の病に苦しむ事限りなし。わが身の歎きのみなら
キリシタン受容の背景（中島〉
ず
、
妻子脊属に至るまで
、
其苦しみを遁れざるが故に
、
過にし
物思
ひ
、
当
時の辛労
、
未来
の
欺 、 舎 に ま
で
を忠ふに
、
安
き心なし。
我身
一
ツをおふ衣食の求めのみにてきへ、汗を流して背む事多
し
。
誠に此点はあげて数ふべからず
、＊さん
とじよぷは是を常
の合戦とよび給
ひ、又やとは
れたる
人の、朝よりタに至るまで
背しみて休む隙なきが如し。古の智者、学匠も、大に是を愁玖して、かほどの者しみに随へられたる人の生れ什をば、憐みの母とやせん
。
まま母とやいはん、文知らずと。或は云く、只生
れざるにはし じ、生れ落て即死したらんにはと
。
叉云く、生
をうけ試みて後 再それをうけよと云はば、全くうけまじき者
（3
） 
多かるべしと。現世に生きるのに伴なう苦しみ 数々をあげこの苦しみの前に
は何等為す術の無いことを説き、そこで
いづくを見るといへども頼敷心なく 世界に 料簡の道絶時
、
おらしよ（祈梼）を以て天の御扶けを尋奉る。是我等が災
で
う
す（
4
）
ひ難儀の御扶として、
D
・我等に与へ給ふ道なりと宣ふ
心なり
。
救済の力のある神への信仰を勧めるのである。宗教の救済はまず辛苦困窮している者
、あるい
は救済を願う者に共感的理解の立場
をとることから始まり、ここに載せた「ぎやどベかどる』 一文は生きる しみをあげ、現世を否定し、生命の否定をまでして甚だ厭世的であるが、これはまた戦国社会の民衆の悲惨な一面そのままの状態であり
、心状
であったであろう。このような状況にあ
っては身の安全を願い救済を望む心理がそれだけ切実であり、深刻である。この救済の切実さ深刻さは、『どちりなきりしたん』
一四九
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法政史学
第十九号
がキリシタンの知るべきことの第一に「一には
D
（デウス〉をよく
（5
） 
たのみ奉り」と説き、七つのモルタル科（大罪）の第一に高慢をあ
（6
） 
げ、これに対する七つの善の第一に「一には、かうまんにむかふ
（7
） 
ウミルダアデとてへりくだる事」左説く、宗教の絶対的な帰依の要求と関連するものであり、救済への希求が強ければ強いほど、帰依の心は深化さ る る。思うに社会の秩序が破壊され混乱していた戦国社会にあっ は、武士は合戦や不意 騒擾 、民衆は戦乱や災害に逢い、常 死と直面し、生死 境をさ迷う状態であった。その めに明日の我身は知れず各自がそれぞれ自らの生き方、身の振り方を考え、これに対して疎かにできず、真剣にならざるを得なかった で ないだろうか。ここに帰依 深刻さがあったものと思われる。即ち当時の人々が戦国の悲惨な社会を身を以ってかいくぐり、 悲惨さを身 染み 味わったこと、あるいは身を挺して生き ことにより、生きるこ の難しさ、厳しさを体得したこと、キリシタンが真撃な信仰を特 た根源の一つはここにあったと思われる。キリスト教の受容を宗教的見地によって見るならば、近世的、先駆的面ばかり 重視する ではなく、受入れた当時の日本人がそ ぞれ戦国の世を生きて来 ことをも考慮すべきであろう。
更に帰依に関して、神は絶対的帰依を要求すると共に、
み（
8
）
御一たいの
D
（デウス）をうやまひたつとひ奉るべし。トナシユミヤウガウキミマウシ
キリシタンノ唱へニハ、此主ノ名号ヲ君ト中奉リテ、現世安
カケハベル（
9
）
穏、後生善所 ネガヒヲパ皆是へ掛奉ル事一一テ侍。
絶対的救済の力を特つのであり、 の神に対 て総ての願を掛
一 五
O
け、崇拝するのである。こうして一度神への帰依が為されたら、
まことのかんにんある人は（中略）ただなにたる御さくのものよりきたるきざかひなる事をもしゃべつなく、いかほどにでもあれ、何た じせつ も、
D
（デウス〉の御てよりあたへたまふ
と心よくうけ奉り、あまっさへ大きなるとくをえたるとおもふ者也。そのゆへは、なにとわづかなる事にでもあれ、
D
に冗い（ 川 山 ）
し奉りてうけこらゆるほどの事 、其へんぼうなき事 し。
真に耐え忍ぶことのできる人はどんな被造物から来る不快なことをも差別なく、どれほどでも、どんな時にも、これは神の御手から与えられるのである 快く受け、その上これは大きな功徳を得たと思うのであり、同様に、
善人は辛労を堪忍 給ふのみならず、却てそれを喜びとし給ふ事多し。是辛労に目をかけず、御返報の冠に目を け、良薬の苦きを省み給はず、息災に日をかけ、御折艦の痛み おぼへ給
でうす
はず、御与へ手の御大切（神の愛）を守り給ふが故也。
D
われ
大切（愛） 思ふ者に折艦をなすと宣ふや。如此 観念に至らば右に顕すごとく、善人に難儀辛労の時は、がらさ（聖寵）
（ 日 ）
御合力を与へ給ばずといふ事なし主弁ふべし。
キリシタンは善いことはもちろん神が与えたものとして感謝するが、苦しみゃ禍などの不利益なことも神が与えたものとして これを有効に生かすことに向けるのである。こ 心理は神の報恩を??????????、?????、????〔?????﹈?横瀬浦の焼打事件の時のキリシタンの
デウスを棄てて誰に頼るべきや我等困難に際しデウスに助を請
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（ロ）
はずして誰に請ふべきや。
との言葉に表われ、また迫害下のキリシタンに見るように、神が自分を見守って
いるという
信者の神に対する信頼によるものであ
ろう
。
このようにして信者にとっては何事も有意義、前進的に働
き、ここに禍を転じ 福となす宗教の力が
あ る 。
だがここにおいて見られるこうした救済の形態は他の宗教にも
見られることで、キリスト教に特有のものではないであろう。よってこの原理において、教会が一人でも多くの者を救霊しよ と計り、信者がまた身の救済 望んで信仰する限り、御利益信仰やまじない信仰も行われ、津田左右吉氏や岡田氏が、我々の知ることの難しいキリシタンの内面に
おけるキリス
ト教教
義の把握を指
してではなく、この御利益信仰やまじない信仰を指して キリシ
（臼）
タンは神仏の現世後生福利をキリスト教に移したもの あり 信
（M
） 
仰の対象を変えたに過ぎないと云われるならば、この段階においてそのようなキリシタンが存在したのである
。
しかしキリスト教は以上のような原理だけで受入れられたので
はなく、信者にとっ は、他律的・受動的救済の宗教 してだけで受入れられた では かっ
。
そこには新しい宗教としてのキ
リスト教、が持っている特質があった。
でうす
如何に兄弟、空き汝が頼みを閣き、
D
の御慈悲と御憲法ともに
等く在ます事を観
ぜよ
。御慈悲を頼敷お
もふがごとく、御
憲法
をも同く恐れ奉れ
。
ネさんべるなるど
宣く
、御怒悲と御
憲法
は、貴
L h h
一…両の御脚にて在ますがゆへに、誰も片の御脚を抱
きて、今
一ツを閣く事
なかれ。其故は、御懇悲を空しくして只
キリシタン受容の背
景（中島）
一篇に御憲法をのみ思はば、恐れタく頼敷を失ふベし。文、御憲法を閣きて只一偏に御慈悲をのみ思はば、妾りなる頼敷をも
（刊
MV
て、行
儀を改む
る
事を
、後にする
道となる
べし
。
即ちキリスト教は御慈
悲
日神の恩
寵と共に御憲法
H
神の正
義を特
つのである。ためにキリスト教への信仰は懇悲｜救済の期待と同時に神の正義を恐れなければならない。これについて神は
（ げ ）
しょぜん
まん
どく（
諸善万徳）の御みなもと
、
であり
でうすD
は量り在まさぬ御哀憐、深き御善徳の源にて在ますごとく、
（ げ ）
恵を嫌い給ふ事も又、限りなく在ます也。
神の正義は神が善と徳と 根源であることに由来する。かの天文二十年〔一五五一年〕の山口 宗論で、人々が神は慈悲があり善を行い天国に入るために人間を造ったというのならば、何故悪魔を造り、害を加えるままにしておく かと尋ね の 対し
悪魔は人間に悪をなすことを思はしむる以上の力なし。人間は善悪を識別し、其の欲する所を行 自由を有し道理に反すれば之に依りて不幸となるべき 知れるが故に悪をなす時は其責は
（叩叩）
己にあり。
左答え、「妙点問答』はこれ以前にキリスト教が伝わらなかった訳をナツウラの教戸自然の道理）として説明した中で次 ように述べている。
「ナツラ」（ナツウラ）ノ教へトハ、人人己レガ心ロニタ〔誰〕ヲシ
フ
ガ教ルトハナケレドモ、此人、ヌスミパ盗〕ヲスレパ〆ワ下’シ
カケウマレシリワク
〔悪〕、人ニナサケヲ掛哀ムハヨシト、生ナガラニ善悪ヲ知分ル
一 五
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（ ゆ ）
知百宙
ω
ノサフラフ、
このことからわかるように、神が人聞に対して正義を司り、善悪を正すのも、人聞は善悪の識別を有するものとするキリスト教の思想によるからである。そこから背主仙の自由は人間にあるとさ（ 却 ）れ、人聞は行為に倫理的責任を負 べきであるとされた。一方当時の日本人は
（ 幻 ）
彼等は善を見て教訓を受け悪を見ては失望すること甚し、
と道義的自覚を成した状態 あった。たとえこれが武士等の上層階級の一部の状態であったにしても、ルイス・アルメイダが報告するように、
予がイルマン等の書翰に依りて知り得たる所は彼の地（平戸）に於ては名誉ある者及び富める者の間に徳行ありて他 キリシ
（ 詑 ）
タンの教訓となること他の地方に於けると全く返対なりき。
一度信仰に入れば民衆もキリスト教の倫理をよく実践していとを知るのである。よってキリスト教は単に他律的、受動 救済の宗教としてだけで受入れられたのではなく、人間 善悪選択の能力を委ね人間 価伯を認めるキリスト教 思想が、倫理的に覚醒したあるいはその力を内に蔵し い、日ら 一力を認めてきた当時の日本人に相応しいものであったか 他ならない
u
更に正義や
善悪を問題とす キリスト教は
我等が御主へ御奉公として身を捧げ奉り、行儀を改めんとする人は、先その道の日き佃を升ふる事、肝要也
QHAK
諸道の極め、
最上の宝、智恵の上の智慧なり。是に勝りたる道 し。是より
（ お ）
一向き財 智徳なし。
左説くように高い道徳的信条を教示し、非常に倫理教としての性格を持ち
心の底より悪の根を引捨ぬにをひては、争か善の種を蒔く事轍
（ 剖 ）
かるべきぞ。
と倫理の把握と実践に主体的態度を要求する。この倫理における主体的態度はキリシタンの悦悔やヂシピリナ（苦業用鞭）に見られるが、それらが宣教師を恥じさせるほど真塾な、厳しいものとして現われたこと 、当時の人々の罪に対し自ら札明する態度、行為における倫理的責任の自覚、あるいはその内在を裏付け ものであろう。特にキリシタン武士にあっては道義的態度が顕著であり、社会もこれを承認していることが知られ、 上キ スト教は名も知られない多くの一般信徒がその倫理をよく実践 たことを特徴とするのである。ま 慈善や社会事業にお ても、自発的に起ったことは、これを行わせる積極的な原動力を当時の人々
（ お ）
が持っていたこ を示すのであ 。
史にこうしたキリシタンの存在は、表面上は宗教的な衝突や争
を引起したとはいえ、社会秩序の維持、建設に貢献し 天正十年〔一五八二年〕の本能寺の変に際し、設内は略奪と混乱が生じたのに対し、今一領キリシタンであ 高山右近の高槻領は領内が平常
（ お ）
であり、領民の節度ある状態が保たれた
これらキリシタンの倫理や積極的な社会活動によって、時代の
意識下に った日本人の新時代 対する指導倫理 希求がキリスト教によって啓発され、キリスト教は倫理教 して、日本人 倫理的自党を助長、あるいは発見させ、人間の生きるべき在方 示
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し、人々
はこれを実践し
、そうし
た人
々
の社会創建の理念とな
り 、
平和な社会の建設を可能にさせるものであった。しか
し出
来
上った中央集権的封建国家は被支配者に徹・版した統制を加える封建支配体制であったから、こうした人々の円由や人格は抑正され奪一取られて行ったのである。
以上に見た日本人の自覚、と、キリ
ス
ト教
の救済の方法に関
し 、
姉崎正治氏は当時仏教の弱点として 仏教の信仰の標的が具体的に的確でなく、これに対 キリスト教は信仰の的確な集中点を有
（
M U
） 
し、教義と教会儀式、統制や文化に長じ い
たと一五われ
、金本氏
（ お ）
も同様にキリスト教
の救済の的確性を指摘されておられるが
、戒
律を守ることによりまた善を行うことにより、返礼として恩寵、救済を与え キリスト に対し、人々は道理 る宗教として迎〈 鈎 ）ぇ、キリシタンがそれを信仰生活で実践したことは、キリストのこの の方法が自己の力に目覚めた当時の人々 相応し ものであったためと思われる。
キリスト教に特有な洗礼について見ると、人々がキリスト教に
改宗した動機は様々であり、必ずしも宗 的動機によるも でなく、現実的利益、慈善、医療救済、教会儀式や異国趣味等感性的動機が多く、上から 命令による改宗 は何等宗教的動
機は
な
かった。しかしキリスト教は
べち
弟
バウチズモ（洗礼）をさずからずしてもたすかる道別に
あ
りや
師をしなべてごしゃうをたすかるためには此さずけなくし
かるがゆへ
叶はざるみちなり。故にかなふにをひてはたっしてさづか
キリシタン受容の背景（中島〉
八叩山）
るべき事もつばら也
、
v
洗礼を受けなければ救済にあずかることができないとし、入信するには洗礼を必ず受けなければならない。フロイスが
一五うように
予は多数の人にも又少数の人にも洗礼を授くることを急がない
。
唯望む所は彼等、か根択から我が教を聴くことである。若し
切に悟れば他日多数の人が帰依して教会の一員となることを信
（幻
）
ずる
ο
教会が洗礼を急がないことを布教の方針にしたのも、様々な宣伝や布教により人々の気心を捉えることと、洗礼との間には質的な隔があり、キリスト教に何等闘心 持たない者は言うまで なく、好意的である者と洗礼を受けようとする者との聞には、精神の荘方に格段の差 あるからである
。
洗礼の前には
弟キりシタンとは何事ぞや。
し
んち
う
師御主広（ゼス・キリシト〉の御をしへを心中よりヒイデス（信
、 フ ノ 、 、
仰）に受るのみならず、こと葉と、身もちをもてあらはす人（ 詑也 。
キリスト教
の公表の思想があり
、洗礼を
受け
るからには当
然キ
リ
シタンであることを行為に示さなければならず、信徒となるにはそれだけの決意が必要なのである。ために洗礼は自ら進んで受けた者、あるいは与えられた者を問わず、受けたものに精神的転化を起させ、対社
会的理由や教会の統制にもよろうが
、
武士であろ
うと、農民で ろうと事実信徒はキリシタンとしての自覚が他宗徒に比べて顕著で り、徳を行おうとする態度や働悔、ヂシピリナ
等に現
われた信徒
の自律的信
仰は、彼等キリシタンがキリスト
一 五 三
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教を自ら選んだ
宗
教、自ら
奉
じた
宗教
として把握したためであり、
元亀二年三五七
一 年
〕の
書翰で
一度キリシタンとなりたる後は大部分は財産を失ひ又殺さるる
（ お ）
とも之を捨つること し、
と既に禁教前に宣教師が報告しているのも、キリツタソがキリスト教を自ら持った宗教としていたためであろう
。永禄
十一年〔一
五六八年〕日本到着のアレヅサンドレ・パラレッジョを迎えた各
（ 斜 ）
地のキリシタンの
喜に
、キリスト教による彼
等自身の
人間的解放
が窺えるのである。
即ちここに至り人間若し其肉の弱きを悟らばデウスの御誠を守ることは容易に
（ お ）
して之を守らば愉快に生活を得べし。
キリスト教は人聞が自己 弱さを認識すれば、神への信仰により、却って現世を肯定し、進んで生きることを可能とさせる力を持ち、
御主に仕へ奉る
輩は
、未
来の快楽のみに限らず
、現在にをひて
（ お ）
もがらさ（恩
・龍）の古事を御約束なさるる者也。
霊
魂の扶かり、来世の安住と共に、現世をより善く生きること
ができる方法を与え、キリシタンはこれを実践したのである。（1
）イエズス会 近世一的性格については海老沢有道『山蛮文
化』参照
（2
〉『耶練会士日本通信
』
上巻七四頁
（3
）『ぎやどべかどる』上巻一六四一良（日本・古典全集）
（4
）『ぎやどぺかどる
』
上巻一六五頁
一 五 四
（5
）『どちりなきりしたん』二七頁（岩波文庫〉
（6
）『どちりなさりしたん』八八頁
（7
）「どちりなきりしたん』九一頁
（8
）『どちりなき したん』六一 ｜三頁
（9
）「妙貞問答』四二頁（日本古典全集）
（叩）「コンテンツスムンヂ』コ一二三
l
四頁（吉利支丹文学集
上 ）
（日）『ぎやどぺかどる』上巻一七
O
ー一頁
（ロ）『耶綜会年報』第一巻一三五頁（日）津田左右占『文学に現はれたる国民思想の研究』 五七
七 ず 貝
（
MH
）岡田章雄『キリシタン・パテレン」六五｜六
ハ日）「ぎやどぺかどる』下巻二九｜ 二
O
頁
（日
）『どちり
なきりしたん』
一五頁
（げ）「ぎやどベかどる
』
上巻間四百円
（日）『耶株会と日本通
信豊後山市
』上巻
五
O
官 、
（ 四 ）
『 妙 貞
問答』七一一良
（加）家水コ一部『中世仏教思想史研究
』 一
一二六頁、家永氏は「意
志臼由の思想は従来日本の思想史の上に全然存在しなかった新しい考えである」と述べておられる。「耶献会占日本通信豊後出』上巻『耶株会年報』第一巻二八
O
頁
『ぎやどベかどる
』
下巻五一一貫
主 ！ ？ や
どべかどる
い
下派し セロ、
（
幻
）
（ 辺 ）へお
）
（ 、μ
）
一 九
九
i
四
O
頁
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（お）『耶蘇会の日本年報』第二輯九六｜七頁（お）『耶株会の日本年報』第一特二七二頁（幻）姉崎正治『切支丹伝道の興廃』一五五頁（お）金本正之「中世思想史の一断面伺
1
キリスト教と日本人の
意識」中世の窓第一二号一五頁
（
m u
）ルイス・フロイス「日本史』
1
一 五
O
頁
（初）『どちりなきりしたん』九冗頁（
M U
）『耶株会の日本年報』第一耕一五六頁
（幻）『どちりなき したん』一七！八買（お）『耶株会士日本通信』下巻九三頁（担）「耶蘇会年報』第一巻三四二
l
五頁
（お）『耶株会土日本遺伝豊後篇』上巻五一！二頁〈お）『ぎやどぺかどる
』上巻九四
l
五頁
五
以上により戦国から近世への過渡期の国情と日本人の性情は伝
来したキリスト教を実際面で変容させ、他方キリスト教は日本人を啓発し、キリシタンの信仰と活動は何者の特性が相互に作用し合い倍加されて現われたものである
。
時は一止に日本の中世から近
世への時代の転換期に当り、新時代を生もうとする時代の苦しみと、そうした中にも次第に様相 明確にしてきた近世への希望的徴候とが混在し、戦国の疲弊と混沌は人々の救済の願を殊の外強くさせ、またこ を生きる聞に人々は道義的自覚を成し、あるいは自己の力に目覚め、近世への現世肯定的、建設的傾向 持
キリシタン受
容の背卦（中島〉
ち、社会秩序の回復を為そうとする時代の趨勢であった。戦国社会の戦国乱離は
人々に救済を望ませたというキリスト教の受容の
消極的原因であるばかりではなく、生死の問題を通して人間の在方を求めさせ 更に人々を陶冶・覚醒して己を培わさせるもととなり、ひいてはキリシタン 信仰 かたちずくったもとともなったことを考えるな ば、それは受容の積極的要因となる である。即ち中世と近世との時代の転換期と 中世と近世と 切はなして見る とではなく、またそのどちらだけを見ることでもく、一つの、連続したもの して時代を捉えることであり、従ってキリスト教の受容もこの見地から見るべきであろう。このような時に伝来 たキリスト教は戦国の疲弊 混沌とした悲惨 社会に生き救済を願う人々に、救を与える宗教となり、また人間自身の弱さの認識に徹することから、神への信仰により却って現世積極的 肯定し
、人間に
意志の自由を委ね、
人間の価値
と尊厳
と
を認め、生きるべき在方を示し、倫理 として指導倫理を与え、平和な社会 創建に貢献する起死回生の救済 持つ宗教であって、布教者の実践 よりそれ 現実に証明されて伝 られ のである。キリシタン 時代 おけるキリスト教の受容 こ 共通の過程と要素と 持つ両者の結合によって成されたの ある。
． 五 五
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